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図 4-1 植生調査方法解説 

【森林の階層模式】（群落の垂直的位置に着目して区分したもの。） 

 

【被 度】 

 植物の種がどの程度地表面を覆っている（占める）のかを現し、Branu-Blanquet（1964）の全推定法に

基づく階級区分が広く用いられている。この推定法は、植物が地表面を覆う度合いに個体数を組み合わせ

たもので、被度の階級は次の 7段階に区分されている。 

・ 被度５：調査面積の 3/4 以上を占めるもの。 

・ 被度４：調査面積の 1/2～3/4 以上を占めるもの。 

・ 被度３：調査面積の 1/4～1/2 以上を占めるもの。 

・ 被度２：極めて個体数が多いか、調査面積の 1/4～1/10 を占めるもの。 

・ 被度１：個体数は多いが調査面積を占めるのは 1/20 以下、あるいは調査面積を占めるのは 1/10 以下

で個体数が少ないもの。 

・ 被度＋：個体数も少なく、占める面積も少ないもの。 

・ 被度ｒ：極めて希に出現するもの。 

 

【群 度】 

 対象とする区内に個々の植物がどのような配分で生育しているかの測度で、被度同様に次の 5 段階に区

分される。 

・ 群度５：ある植物が調査区内にカーペット状に一面に生育している状態。 

・ 群度４：大きな斑紋状、あるいはカーペットのあちこちに穴があいている状態。 

・ 群度３：小群の斑紋状。 

・ 群度２：小群をなしているもの。 

・ 群度１：単独に生育しているもの。 
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図 4-2 植生調査地点及び生育状況調査地点 
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４－５ 調査結果 

施設供用後における残存緑地及び回復緑地の調査結果をそれぞれ以下に示す。 

なお、調査状況は資料編の写真に示す。 

（１）残存緑地 

残存緑地はスギ・ヒノキの植林地であり、現在は間伐等の手入れがなされておらず、

林内はやや暗い。このため、表 4-2 の植生調査結果に示すとおり、草本層の植被率は

少ないものであったが、林内には常緑広葉樹の芽生えも認められた。 

このため、このまま遷移が進めば亜高木層に優占しているアラカシを主林木とした

常緑広葉樹林を経て、この地域の潜在自然植生の一つであるカナメモチ－コジイ群集

に属する林分になると予想される。 

しかしながら、一方ではシダ類の植被率の増加も認められ、管理がなされない現状

では、雑然とした林床になる可能性も考えられる。 
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表 4-2 植生調査票（残存緑地） 

 

（群落名） ﾍﾞﾆｼﾀﾞ-ｽｷﾞ群落 （調査地） 津市戸木町 （調査年月日） 平成21年7月29日 

（地形） 斜面 （風当たり） 中 （標高） 40ｍ 

（土壌） 褐色森林土壌 （日当たり） 中陰 （方位） Ｓ５２Ｗ 

（土湿） 適 （調査面積） 20ｍ×20ｍ （傾斜） 28° 

 

（階層） （優占種） （高さｍ） （植被率％） 

Ⅰ高木層 ｽｷﾞ 14 60% 

Ⅱ亜高木層 ｱﾗｶｼ 7～17 40% 

Ⅲ低木層 ﾋｻｶｷ 5 30% 

Ⅳ草本層 ﾍﾞﾆｼﾀﾞ 0～1 60% 

 

S D・S SPP S D・S SPP S D・S SPP 

Ⅰ 2・2 ｽｷﾞ Ⅲ 3・3 ﾋｻｶｷ Ⅳ 3・3 ﾍﾞﾆｼﾀﾞ 

 2・2 ﾋﾉｷ  1・2 ｱﾗｶｼ  1・2 ｵﾆｶﾗﾜﾗﾋﾞ 

 ＋・2 ﾌｼﾞ  1・1 ｱｵﾊﾀﾞ  1・2 ﾌﾓﾄｼﾀﾞ 

 1･1 ﾈﾑﾉｷ  1・2 ｻｶｷ  ＋ ﾅﾂﾌｼﾞ 

    ＋ ﾋﾉｷ  ＋ ｱﾗｶｼ 

Ⅱ 1・2 ｱﾗｶｼ  ＋ ｶﾞﾏｽﾞﾐ  ＋ ﾈｽﾞﾐﾓﾁ 

 1・1 ｽｷﾞ  ＋・2 ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ  ＋ ﾌｼﾞ 

 ＋ ﾋｻｶｷ  ＋ ﾀﾌﾞﾉｷ  ＋ ｵｸﾏﾜﾗﾋﾞ 

 1・1 ﾀﾌﾞﾉｷ  ＋・2 ｼﾛﾀﾞﾓ  ＋ ﾐﾐｽﾞﾊﾞｲ 

 ＋ ﾋﾉｷ     ＋ ﾐﾔﾏﾌﾕｲﾁｺﾞ 

       ＋ ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ 

       ＋ ﾈｻﾞｻ 

       + ﾋﾉｷ 

       ＋ ﾐｿﾞｼﾀﾞ 

      ＋ ｺﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ 

      ＋ ﾍｸｿｶｽﾞﾗ 

      ＋ ﾔﾌﾞｿﾃﾂ 

      ＋ ﾑｸﾉｷ 

      ＋ ﾋﾛﾊｲﾇﾜﾗﾋﾞ 

      ＋ ｺﾅﾗ 

      ＋ ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 

      ＋ ﾘｮｳﾒﾝｼﾀﾞ 

      ＋ ﾑﾗｻｷﾆｶﾞﾅ 

      ＋ ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｶﾏ 

        

        

        

        

        

注）Ｓ：階層、 Ｄ・Ｓ：被度・群度、 ＳＰＰ．：種名 

 






